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シロアリ類の兵隊で特異的に働く防衛物質の合成経路の解明 

研究の概要 

[研究開始当初の背景，研究の目的，研究の方法等について記入] 

 高度な社会性を有するシロアリは，防衛に特化した兵隊を持つことが大きな特徴であ

る。兵隊がもつ武器は種によって多様化し，祖先的な種では，肥大・変形した頭部や大顎

を用いるが，派生的な種では，兵隊分化時に新たに形成される腺器官(額腺）で合成され

るイソプレノイド炭化水素化合物（テルペン類）を利用する。派生的なシロアリが，化学的

な防衛方法を獲得した進化的背景を明らかにする上で，未だにブラックボックスであるテ

ルペン類の合成経路の解明は重要であると考えられる。そこで本研究は，テルペン合成

を活発に行う兵隊を有する唯一の本邦種（タカサゴシロアリ）を用い，額腺組織に由来す

る cDNA ライブラリーを作製し，ジテルペン合成に関わる酵素遺伝子を取得する。得られ

た遺伝子の発現解析や分子系統解析を行い，各遺伝子が獲得された背景を推察する。 

研究の成果 

［研究成果について具体的に記入］ 

 タカサゴシロアリの兵隊の頭部を解剖し，約 3,500 匹分の額腺とそれを覆う筋肉やクチ

クラを回収して，全 RNA を抽出した。PolyA 精製した RNA から cDNA を合成し，プラスミド

ベクターへクローニングを行い cDNA ライブラリーを作製した。ライブラリーの一部を大腸

菌に形質転換し，ランダムに回収した 96 クローンについて塩基配列を決定した。既知遺

伝子との顕著に高い相同性（塩基配列 50%以上，アミノ酸配列 68%以上）を示した酵素遺

伝子（チトクロム P450，AMP デアミナーゼ，アルギニンキナーゼの各遺伝子）について，

職蟻・前兵隊（兵隊分化の中間段階の個体）・兵隊の頭部から RNA を抽出し，リアルタイ

ム定量PCR法により発現量を比較した。その結果，全遺伝子とも兵隊の頭部で有意に発

現量が高かった。特にチトクロム P450 遺伝子は，兵隊の額腺での発現が，それ以外の

頭部組織での発現よりも顕著に高かった。昆虫における P450 の機能は多様であるが，

防衛物質合成における最終段階においても，P450 が関与する可能性を示唆する。 
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